
平成™œ年š月˜Ÿ日 月曜日 第�——�号官 報
住
所
大
阪
市
生
野
区
中
川
西
１
丁
目
1
1番
３
号

嚴
英
X
昭
和
4
2年
８
月
５
日
生

金
久
美
昭
和
4
3年
３
月
７
日
生

嚴
永
吉
平
成
1
0年
５
月
2
7日
生

嚴
泰
誠
平
成
1
2年
６
月
2
2日
生

嚴
愛
平
成
1
4年
４
月
３
日
生

呂
富
子
昭
和
1
3年
９
月
2
4日
生

住
所
大
阪
市
東
成
区
東
中
本
１
丁
目
１
番
1
1号

趙
拓
英
平
成
４
年
３
月
４
日
生

住
所
大
阪
市
天
王
寺
区
四
天
王
寺
１
丁
目
５
番
3
7号

金
有
希
昭
和
5
9年
２
月
2
0日
生

住
所
大
阪
府
東
大
阪
市
喜
里
川
町
９
番
1
2号

金
豊
子
昭
和
2
4年
９
月
2
1日
生

住
所
大
阪
府
東
大
阪
市
上
四
条
町
3
0番
９
号

文
昭
和
3
6年
５
月
８
日
生

住
所
大
阪
市
鶴
見
区
鶴
見
５
丁
目
５
番
５
`
2
0
8号

邵
陽
宣
昭
和
6
1年
５
月
1
8日
生

住
所
大
阪
市
住
吉
区
万
代
２
丁
目
５
番
3
6号

李
司
平
成
４
年
３
月
６
日
生

住
所
大
阪
府
池
田
市
豊
島
北
１
丁
目
1
5番

1
5号

金
千
惠
昭
和
6
0年
６
月
2
2日
生

住
所
堺
市
北
区
百
舌
鳥
梅
北
町
２
丁
8
2番
地
1
5

姜
富
子
昭
和
1
6年
９
月
７
日
生

住
所
大
阪
府
河
内
長
野
市
美
加
の
台
２
丁
目
3
1番

1
5号

李
純
子
昭
和
2
2年
６
月
７
日
生

住
所
大
阪
府
東
大
阪
市
吉
原
２
丁
目
１
番
４
号

高
直
子
昭
和
6
1年

1
1月
６
日
生

住
所
大
阪
府
東
大
阪
市
三
ノ
瀬
１
丁
目
１
番
2
2号

金
美
幸
平
成
３
年
５
月
1
8日
生

〇
外
務
省
告
示
第
七
十
七
号

平
成
二
十
五
年
三
月
五
日
に
カ
ブ
ー
ル
で
、
第
二
次
カ

ブ
ー
ル
国
際
空
港
駐
機
場
改
修
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関

す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ

ス
ラ
ム
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

第
二
次
カ
ブ
ー
ル
国
際
空

港
駐
機
場
改
修
計
画
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
生
産

物
及
び
役
務
の
購
入

２

贈
与
の
限
度
額

十
三
億
六
千
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
九
年
一
月
三
十
一
日

ま
で

４

署
名
者

日

本

側

ˆ
橋
博
史
在
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

大
使

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
側

ザ
ル
メ
イ
・
ラ
ス
ー
ル
外
務
大

臣

平
成
二
十
五
年
三
月
十
八
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

菅

義
偉

〇
外
務
省
告
示
第
七
十
八
号

平
成
二
十
五
年
三
月
五
日
に
カ
ブ
ー
ル
で
、
デ
サ
ブ
南

地
区
給
水
施
設
整
備
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の

概
要
の
書
簡
の
交
換
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共

和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

デ
サ
ブ
南
地
区
給
水
施
設

整
備
計
画
の
実
施
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
を
購
入

す
る
た
め
の
資
金
の
贈
与

２

贈
与
額

二
十
五
億
六
千
百
万
円

３

署
名
者

日

本

側

ˆ
橋
博
史
在
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

大
使

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
側

ザ
ル
メ
イ
・
ラ
ス
ー
ル
外
務
大

臣

平
成
二
十
五
年
三
月
十
八
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

菅

義
偉

〇
外
務
省
告
示
第
七
十
九
号

平
成
二
十
五
年
三
月
五
日
に
カ
ブ
ー
ル
で
、
道
路
維
持

管
理
能
力
強
化
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要

の
書
簡
の
交
換
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国

政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

道
路
維
持
管
理
能
力
強
化

計
画
の
実
施
に
必
要
な
生
産
物
及
び
役
務
を
購
入
す
る

た
め
の
資
金
の
贈
与

２

贈
与
額

二
十
七
億
四
千
八
百
万
円

３

署
名
者

日

本

側

ˆ
橋
博
史
在
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

大
使

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
側

ザ
ル
メ
イ
・
ラ
ス
ー
ル
外
務
大

臣

平
成
二
十
五
年
三
月
十
八
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

菅

義
偉

〇
外
務
省
告
示
第
八
十
号

平
成
二
十
五
年
三
月
五
日
に
カ
ブ
ー
ル
で
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
政
府
に
対
す
る
贈
与
に
関
す

る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ス

ラ
ム
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

経
済
社
会
開
発
努
力
推
進

に
寄
与
す
る
た
め
、
両
政
府
の
関
係
当
局
が
合
意
す
る

生
産
物
及
び
役
務
を
購
入
す
る
た
め
の
資
金
の
贈
与

２

贈
与
額

二
十
八
億
円

３

署
名
者

日

本

側

ˆ
橋
博
史
在
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

大
使

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
側

ザ
ル
メ
イ
・
ラ
ス
ー
ル
外
務
大

臣

平
成
二
十
五
年
三
月
十
八
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

菅

義
偉

〇
外
務
省
告
示
第
八
十
一
号

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
七
日
に
ナ
イ
ロ
ビ
で
、
ナ

ロ
ッ
ク
給
水
拡
張
計
画
（
詳
細
設
計
）
の
た
め
の
贈
与
に

関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の
交
換
が
ケ
ニ
ア
共
和
国
政
府

と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

ナ
ロ
ッ
ク
給
水
拡
張
計
画

（
詳
細
設
計
）
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
役
務
の
購

入
２

贈
与
の
限
度
額

八
千
八
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
二
十
七
年
八
月
三
十
一
日

ま
で

４

署
名
者

日
本
側

ˆ
田
稔
久
在
ケ
ニ
ア
大
使

ケ
ニ
ア
側

ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ン
ジ
ェ
ル
・
ギ
タ
エ
財
務

大
臣

平
成
二
十
五
年
三
月
十
八
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

菅

義
偉

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
六
百
二
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

保
安
林
の
所
在
場
所

兵
庫
県
養
父
市
大
屋
町
夏
梅

字
青
谷
一
八
二
の
三
、
一
八
四
の
一
、
一
八
五
、
一
八

五
の
一
、
一
八
六
、
一
八
六
の
一
、
一
八
七
、
一
八
七

の
一
、
一
八
八
、
一
八
九

二

指
定
の
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
兵

庫
県
庁
及
び
養
父
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
六
百
二
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

保
安
林
の
所
在
場
所

岐
阜
県
加
茂
郡
白
川
町
上
佐

見
字
小
屋
洞
一
二
九
八
の
一
・
字
鎌
洞
一
三
三
四
の

一
・
字
細
野
一
六
四
三
・
一
六
四
四
の
一
（
以
上
四
筆

に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岐
阜
県
庁
及
び
白
川
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
六
百
二
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

保
安
林
の
所
在
場
所

岐
阜
県
郡
上
市
八
幡
町
市
島

字
二
ノ
瀬
二
五
六
九
の
二
、
二
五
七
〇

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
岐

阜
県
庁
及
び
郡
上
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
六
百
二
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
す
る
。

平
成
二
十
五
年
三
月
十
八
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正
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